
























lish as a Second Language（ESL）と比べて、英語を












































インタラクションは、“collaborative exchange of thoughts,



















































































































































































































































ス（Controlled technique: dialogue recitation）
②部分的に語彙表現を入れ替える練習（Semi-
controlled technique: cued dialogue）

























































１）インタラクションについて ２１ ２８ ４９ ８６％ ２９３
①即興会話 １５ １７ ３２ ５６％ ４９
②－１ペアおよびグループ・ワークに関する肯定的な
コメント １５ ２９ ４４ ７７％ １８３
③－２ペアおよびグループ・ワークに関する否定的な
コメント ３ ７ １０ １７％ １８
④その他 １８ １２ ３０ ５２％ ４３
２）自己観察・評価 ２０ ２９ ４９ ８６％ １７１
①リスニング １７ １９ ３６ ６３％ ６１
②音読・発音 １３ ７ ２０ ３５％ ４４
③学習への積極性 ７ ７ １４ ２５％ ２２
④心理的側面 １３ １９ ３２ ５６％ ４４
３）授業内容（トピック） １１ １６ ２７ ４７％ ３４
４）IT・ネット環境 ８ １８ ２６ ４６％ ６２
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